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広
報

春が、山に来た、里に来た、野にも来た！

月

の
異
名
に
こ

だ
わ
っ
て
一

年

が
過

ぎ
た
。
今
年

は
、
農
業

の
お

国
柄

か
ら
二

十
四
節
気

、
干

支

、

太
陰
太
陽
暦

の
三
つ

の
柱
か
ら

な

る

と
い
わ
れ
る
中
国

の
古

い
暦

に

あ
る

「
二

十
四

節
気
」

に
こ

だ
わ

っ
て
み

た
い
。
そ

れ
は
、
太
陽

に

基

づ
い
た
陽
暦

で
、
一

年
を
二
十

四

に
分
け

た
も
の
で
実

に
二

千
年

前
か
ら

今
日
ま
で
生
き

続
け
て

い

る
と

い
わ
れ
る
。

因

み
に

、
四

月
は
春
分

後
の
十

五

日
目
。
万

物

が
発
生
し

清
く
明

ら
か
に
な
る
と
い
う
五
月
頃

の
「
清

明
」
。
暖
か
く

な
り
百
穀

を
潤
す
雨

が
降
る
時
期

と
い
う
二
十

一
日
頃

の
「
穀
ｍ
」
が
あ
る
。

参

考
ま
で

に
、
現
在
私

た
ち

が

使
用
し

て

い
る
カ
レ

ン
ダ
ー
は
、

一
五
八
二

年
二
月
四

日
、

ロ
ー

マ

教
皇

グ
レ

ゴ
リ

ウ
ス

匸
二
世

が
制

定
し

た
「
グ

レ
ゴ
リ
オ
歴
」

で
、

わ

が
国

で
は

明
治
六
年
（
一
八

七

三

年

）
以

来
続

い
て

い
る
も

の
で

あ

る
。
新

年
度

は
果
た
し
て

ど
ん

な
歴
史

が
刻
み

こ
ま
れ
る
こ

と
ど

ろ

つヽ
。
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広報よもぎた

平成7年度村の予算

24億4千7百万円で

スタート！

施

政

方

針

村

長

八
　

戸
　

良
次
郎

豊

か
で
潤

い
か
お
り

、
し

か
も
活
力

の
あ

る
住

み
よ

い
蓬

田
の
村

づ
く
り

の
為

、
国

・
県
の
指
導

援
助
は
も

と
よ
り
、

村
議
会

・
関

係
団
体

・
村
民
の

ご
協
力

を
得
な

が
ら
、
行
政

を
進
め
て
参
り

ま
し

た
。

し

か
し

、

バ
ブ
ル

が
崩

壊
し

た
平
成
五

年
頃

か
ら

、
そ
の

影
響
か
、
町
村
財
政
に
も
現
れ
始
め
、
誠
に
憂
慮
す
べ
き
状

態
に
な
り
ま
し

た
。

殊
に
中
山
間

地
帯
で

、
自
主

財
源
に
乏
し

い
か

が
村

に
と

り

ま
し
て
は

、
極

め
て
深
刻

な
事
態
に
立
ち
至

り
ま
し

た
。

け

れ
ど
も
、
こ

の
様
な
現
実

は
決
し

て
避
け

る
事

が
許

さ
れ

ま

せ
ん
か
ら
そ

れ
を
直
視
し
そ

れ
に
負
け

る
事
な
く

、
行

政

を

進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

反
面

、
村
民

の
ニ
ー

ズ
は
多
様
化

す
る

と
共
に
高
度
化

の

一
途

を
た
ど
り
、
そ

の
対
応
に

は
正

に
英
知

を
結

集
し

て
受

け
な
け

れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
即
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
、
社

会
福
祉
施

設
の
整
備

、

生
活
関

連
施

設
の
整
備

、
生
産
基
盤

の
整
備
、
教
育

の
充
実
等

々
、
地
域

の
実
情
に
即
し

た
各
種

施

策
を
力
強
く

推
進
し

な
け

れ

ば
な
り
ま

せ
ん
。

乂

、
既
設

の
育

苗
施
設
や

、
漁
港

、
ふ
れ
あ

い
温

泉
や
、

玉
松

野
球
場

、
テ

ニ
ス
コ

ー
ト

、

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場

、
或

い

は

防
災

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
消
防
屯
所
等
の
有

効
利
用
は

言
う

ま
で

も
あ
り
ま
せ

ん
。

と
は
申
し

ま
し
て

も
現
状
に
満
足

す

る

事
は
後
退
を
意
味
す

る
事

に
な
り
ま
す

の
で
、
常
に

改
革

と
前

進
を
標
榜
し
て

行
政
を

進
め
る
決
意
で

ご
ざ

い
ま
す
。

こ

の
様

な
意
味
合

い
か
ら

、
今
年
二

月

に
漸
く
ニ

ー
世

紀

に
向
け
て

の
村
の
発
展

を
方
向

づ
け
る
長
期

総
合
計
画

の
実

施

計
画

の
素
案

が
で

き
ま
し

た
事
は
誠
に
有
意
義

で
あ

る
と

認
識
し
て

お
り
ま
す
。
目
下

審
議
会

に
諮
間
中

で

ご
ざ
い
ま

す

の
で

、そ

の
答
申

を
受

け
次
第

決
定
し
て
之

を
基
本
に
国
・

県

の
政
策

を
視
野
に
入

れ
、
村

の
実
情
に
即
し

た
ロ
ー
リ

ン

グ
を
し
な

が
ら
事
業
（
行

政

）
を

進
め
る
つ
も
り

で
あ
り
ま

す

。そ
し

て

、
こ
の
実
施
計
画

に
乗
せ

ら
れ
た
沢
山

の
事
業
の

中

か
ら
、
特

に
上

水
道

の
着
工

、
玉
松

地
域
の
総
合

整
備

（
Ｃ

、
Ｃ

、
Ｚ

を
含
む

）
国

道
二

八
十
号

線

バ
イ

パ
ス
道
の

促

進
、
社
会
教
育

の
充
実

、
福

祉
施
設

の
整
備
を

重
点
的
に

推
進
す
る
積

も
り
で

ご
ざ
い
ま
す

。

何

と

ぞ
、
村
民

各
位
の

ご
理

解
と

ご
協
力

を
切
望
し

て
止

み
ま

せ
ん
。

自
主

財
源
に
乏
し

く
、
財
政

が
き

び
し

い
の
は
独
り
蓬
田

村

だ
け

で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
け

れ

ど
も
そ

の
為
に
は
行

政

の
執
行

に
は
特
別
な
苦

労
と
工

夫
を
必
要

と
致
し

ま
す
。
よ

っ
て
、
こ

こ
に
職
員

の
理

解
と
協
力

を
得

、
更

に
激
励
し
併

せ
て
議
会

の
指
導

と
ご
支
援
を
頂

き
な

が
ら

、
過
ち
の
な

い

村
政
を
し

っ
か
り

と
進
め
て
参

る
つ
も
り
で
あ
り

ま
す
。
重

ね
て
村
民
皆

様
の
御
理

解
と
御
協
力

を
お
願

い
申
し

上
げ
ま

す
。

平成７年度村の予算から●2

平
成
七
年
度



広報よもぎた

入るお金2,447,073,000 円
地方交付税 国庫支出金 県 支 出 金 村　　　債 そ　の　他 村　　　税 繰　入　金

1,225,000
千円

50.1%

179,718
千円

7.3％

115,396
千円

4.1%

203,100
千円

8.3%

169,927
千円

7.0％

186,511
千円

7.6％

367,421
千円

15.0％

依　　　存　　　財　　　源 自　主　財　源

1,807,254千円　　　73.996 639,819千円　　26.1％

出るお金2,447,073,000 円
ﾖ菫　4　　　　74,792

千円
i我　ZX　

費　　
（3.1％）

●議 員 報 酬…………………………29,412千円

・議員活動費…………………………ｱ,885 千円

総ヽ 　　　　　481 , 249千円務 費　(19.7%)

玉松園カント リーパーク整備工事費　66,000 千 円

玉松園跨線歩道橋工事実施設計…49,278千円

青森県 議会 議員選挙 費… ……… …1,250 千 円

村長 ・村議会 議員 選挙費 ……… …2,173 千 円

民265,548 千 円生　 費　
（10.9 ％ ）

・老人福祉費…………………………42,720千円

・社会福祉施設費……………………55,500千円

●防犯対策費…………………………1,886 千円

●児 童 手 当…………………………5,435 千円

・保 育 所費…………………………71,315千円

〆肩　　　　　　　　　151,865千 円衛　 生　 費　　(6.296)

青森地域広域事務組合負担金……45,239千円

母子衛生費…………………………3,336 千円

老人保健事業費……………………23,833千円

ふれあいセンター費………………40,032千円

吊　　　　　　　722
千円

力 働 費　 （0.0％）

・出稼援護関係費………………………307 千円

・労働者協議会補助金…………………135 千円

農林水産費30幣屋

・農業委員会費………………………25,721千円

・村営牧場関係費……………………17,156千円

・坂元地区団体営農道整備事業……12,726千円

・ふるさと農道緊急整備事業費……52,378千円

・蓬田第２農免農道整備事業費……38.563千円

・水田営農活性化排水対策事業費…7,950 千円

・村営分収林造林・下刈事業………11,569千円

・県営蓬田漁港改修事業負担金……10,000千円

商9,626 千 円工　 費　　
（0.4 ％ ）

・商工会補助金…………………………800 千円

・観光協会補助………………………2.500 千円

・海水浴場運営費………………………550 千円

土299,283 千 円木　 費　(12.2%)

・郷 沢2-1 号線道 路改 築工事費 … …85,000 千円

・郷沢Ｈ 号線交通安全施設等整備事業60,000 千円

・ 排水路 整備工 事…… ……… …… …41,000 千円

・除 雪機械 購入 ……… ……… …… …17,534 千円

・ 準用河川 中沢川 河川 改修事 業… …36,000 千円

ご″　　　　　費　135,503 千円消　 防　　　　(5.5%)

・広域消防事務組合負担金…………54,866千円

・地域防災無線システム設置工事…59,998千円

教240,689 千 円
育　 費　　

（9.8 ％ ）

・小 学 校 費…………………………24,417千円

・中 学 校 費…………………………28,171千円

・幼 稚 園 費…………………………31,794千円

・公 民 館 費…………………………33.599千円

・スキー場運営費……………………1,735 千円

・玉松台スポーツガーデン管理費…6.059 千円

・給食センター繰出金………………30.276千円

災害復旧費

・河川 災害 復|日事業

公　債　費

元　　 金

14,299 千円

(0.6 ％)

9,450千円

463,401千円
(18.9%)

155,819千円

利　　　子

繰上償還分

93.162千円

214,420千円

3●平成７年度村の予算から

諸支出金

予 備 費

１ 千円

(0.0 ％)

4,163千円

(0.2 ％)



●一般会計
村民一人あ たり出るお金

総　　務　　費

123,461円

衛　　生　　費

38,960円

農林水産業費
78,484円

土　　木　　費

ｱ6,ｱﾌ9円

議　　会　　費

19,187円

平成7年度

広報よもぎた

特 別 会 計 の. 予 算

学校給食センター特別会計

繰　　入　　金

30,276千円

65.6%

総　　務　　費

30,246千円

65.5%

国民健康保険特別会計

国庫支出金

104,984千円

34.5%

負　担　金

15,871千円

34.4%

歳　　　 入　　　46 ，167千円

繰越金

20千円

0.0%

国民健康保険税

149,839千円

49.3%

歳　　　入　　304,159 千円

給　食　費

15,921千円

34.5%

老 人 保 健特 別 会 計

支払基金交付金

233,627千円

68.0％

医　療　 諸　 費

341,927 千円

99.6%

老 人保 健

拠 出 金

67,950千円

22.4%

国庫支出金

72,263千円

21.1%

歳　　　 入　　343,400 千円

そ の 他

49,336 千円

16.2%

そ の 他

20,15仟 円

6.6%

そ の 他

37,51仟 円

10.9%

そ の 他

1,473千円

0.4%

平成7年度村の予算から●4

民　　生　　費
68,124円

労　　 働　　 費

185 円

商　　 工　　 費

2,470 円

災 害 復 旧 費
3,668円

予　　 備　　 費

1,068 円

教　　育　　費
61,747円

公　　債　　費

118,882円

消　　防　　費
34,762円

※平成７年４月１日現在人口
（見込み）　　　3,898 人

歳　　　出　　　46,167 千円

歳　　　出　　304,159 千円

保 険 給 付 費

216,055千円

71.0%

歳　　　出　　343,400 千円



広報よもぎた

第1分団・第7分団

コミュニティー

消防センター完成

三
月

一
日

（
水
）
村
消
防
団

第

一
分
団

と
七
分
団
（
中

沢
、
広
瀬

）

の
コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー
消
防

セ
ン
タ

ー
（
警
鐘

台
含
む

）
落
成
式

及

び

祝
賀
会

が
来

賓
、
消
防
関

係
者
百

五

十
名

が
出

席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

落
成
式

は
、
第
一
分
団
同

セ

ン

タ
ー

が
午
前

九
時

か
ら

、
第
七
分

団
同

セ
ン
タ
ー
が
午

前
十
時

か
ら

、

そ

れ
ぞ
れ
神
主
に
よ

る
神
事

が
行

わ

れ
関

係
者

が
玉
串

を
さ
さ
け
ま

し

た
。
引

き
続
き
会
場
を
村
中

央
公
民

館

に
移
し

て
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
、

八
戸
良

次
郎
村
長

は
「
施
設
完
成

第１分団(中沢)コミュニティー消防センター

を
契

機
に
団
長
を
中

心
と
し
て

。

一
層

の
防
災
を

お
願

い
し

た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
そ

の
後
、

自

治
会
を
代
表
し

て
坂
本
静

夫
中

沢
自
治
会
長
は

「
立
派
な
消

防
屯

所

が
建
設

さ
れ
ま
し

た
。

ど
う

か

団

員
に
お

か
れ
ま
し
て
は
施

設
を

十
二

分
に
活
用

さ
れ
火
災

の
予
防

・
消
火

に
、
村

民
の
期
待

に
こ
た

え
る
よ
う

念
願
し

ま
す
」

と
あ

い

第７分団(広瀬)コミュニティー消防センター

さ
つ
し

ま
し

た
。

さ
ら
に
清
水

信

造
村
議

会
議
長

の
祝
辞
の
後

、
各

分
団

を
代
表
し
柿

崎
誠
第
七
分

団

長

が
謝
辞
を
述

べ
、
吉
田

初
男
消

防
団

長
の
乾
杯

の
音
頭
で

祝
賀
会

を
行

い
ま
し
た
。

今
回
の
完
成

で
、

村

内
す

べ
て

の
分
団
に

コ
ミ
ュ

ニ

テ

ィ
ー
消
防

セ

ン
タ
ー
が
建
設
さ

れ
ま
し

た
。

合同落成祝賀会警鐘台

5●コミュニティー消防センター落成式



広報よもぎた

●蓬　田　村　長

●蓬田村議会議員一般

棄
権
し
な
い
で

投
票
し
ま
し
よ
う
！

蓬
田
村
長
・
蓬
田
村
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
が

四
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
私
た
ち
の
代
表
を
投
票
に
よ
っ
て
選
ぶ
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

″
明
る
く
、
住
み
よ
い
郷
土
”
を
つ
く
る
た
め
、
棄
権
し
な

い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方

＊
年
齢
要
件
…
…
…
…
昭
和
五
十
年
四
月
二
十
四
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人

＊
住
所
要
件
…
…
…
…
平
成
七
年
一
月
十
七
日
以
前
に
当
村
に
転
入
の

大切な一票

むだにしないように

投
票
所
入
場
券

四
月

十
四
日

ご
ろ
ま
で

に
郵

送

し

ま
す
の
で

、
投

票
所

へ
お
い
で

の
際
は
、
忘

れ
ず

に
持
参
し
て

く

だ
さ
い
。

入
場

券
を
粉
失
し

た
場
合
で

も

選
挙
人

名
簿
で
確
認
す

る
こ

と
に

よ
り

、
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
棄

権
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券

が
届
か
な

か
っ
た
り
、

内
容
に
誤
り

が
あ
っ

た
り
し

た

と

き
は
、
選
挙
管

理
委
員
会

へ
申
し

出

て
く

だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
一
問
一
答

問
…
不

在
者
投
票
っ
て

な
に
？

答
…
選

挙
の
当
日
投
票
所

へ
行
っ

て
投
票
す

る
こ
と

が
で
き
な

い

人
の

た
め
に
、
救
済
措

置
と
し

て
投
票
日

の
前
に
投
票
す

る
こ

と

が
法
律

で
認
め
ら

れ
て

い
ま

す
。こ
れ

が
不

在
者
投
票
制
度

で

す
。

問
・
：
ど
ん
な
人
が
で
き
る
の
？

答
…
不

在
者
投
票

を
す

る
た

め
に

は

、
次
に
掲

げ
る
い
ず
れ

か
の

理
由

に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

①
仕

事
に
よ
る
場
合

（
例
・：
自

分

か
投
票
す
る
投
票
所

の
区
域

外
で
仕
事
ま
た
は
出
張
す
る
予

定
の
人
）

②
や
む
を

得
な

い
用
務

で
村
外

へ
行
か
れ
る
人
ま
た
は
行
っ
て

い
る
人

の
場

合
（
例
…
新
婚

旅

行

、
団
体

旅
行

、
各
種
競
技
大

会
参

加
及

び
応

援
、
病
人

の
看

護

、
見

舞

い
、
墓

参
り
、
そ

の

他
特
殊

事
情
な

ど
が
該
当
し
ま

す

）

③
病
気

な
ど
の
場
合

（
例
・
：
病

気
、
妊

娠
、
身
体

の
障
害
な

ど

の
た

め
に
、
投
票
日

に
歩
行

が

困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
人
）

問
…

い
つ
投
票
で

き
る
の
？

答

…
次
の
と

お
り

で
す
。

選　 挙　名 期　　 間 時　　　　 間

村　　 長

村議選挙

４月18 日(火)

Ｓ

４月22 日出

午前８時30 分

Ｓ

午後５時

(土 曜日を含む)

問
…
手

続
き
は

ど
う
す

る

の
？

答
…
不

在
者
投
票
を
す
る
と
き
は
、

村
選
挙
管

理
委
員
会

に
備
え
付

け
の
交
付
請
求
書
兼
宣
誓
書
に
、

行
け
な

い
理
由
を
書

い
て

い
た

だ
く
よ
う

に
な
っ
て

い
ま
す
。

（
入
場
券

が
配
達
に

な
っ
て

い

る
場
合
は
入

場
券

と
印

鑑
を

お

持

ち
下

さ
い
。）

問
：

ほ
か
に

ど
ん
な
不

在
者

投
票

か
お

る
の
？

答
・：
指
定
病
院

や
老
人

ホ
ー

ム
に

入

院
ま
た
は
入
所
し

て

い
る
人

は
施

設
の
管
理
者

に
申
し
出

ら

れ
る
と
、
施
設

の
中

で
投
票

で

き
ま
す
。

川柳北緯41°/村選挙管理委員会から●6

選　挙 投票日

届
出
を
さ
れ
た
人
で
、
投
票
日
に
住
所
を
有
し

て
い
る
人
。



みんなで守ろう三ない運動。

4月23日（日）

●投票時間　午前7 時～午後6 時
求めない　 受け取らない贈らない

・
父
毋
の

・

稲
刈
を

・
干

ば
っ
に

・

故
里
の

開 票 場 所

Ｏ 日時　 ４ 月23 日(日)

午 後7. 時

Ｏ 場 所　 蓬田村中央公民館

ご覧ください／選挙人名簿

選挙人名簿に登録した人を記載した

書面を縦覧できる期間は次のとおり。

期間　４月18日～４月19日

時間　午前８時30分から午後５時まで

場所　蓬田村選挙管理委員会

顔

に
も

似
て

る

空
で
雨
雲

雨
雲
ほ
し
に
い

山
思
い
出

す

入
道
雲

睨
ん
で

る

米
作
り

雲
の

峯

重
度

身
体
障
害
者
は

郵
便
投
票
で
！

重
度

の
身

体
障
害

の
た
め
、
投

票
所
で

の
投
票

が
困
難

な
か
た

に

は
、
自

宅
で
投
票
す

る
こ
と

が
で

き
る

『
郵

便
投
票
』

の
制
度

が
あ

り
ま
す
。（
た
だ
し

、
自
分
で
文
字

を
書
け
る
人
に
限
り
ま
す
。
）

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、

次
に
該
当
す
る
か
た
が
た
で
す
。

①
身

体
障
害
者
手
帳

に
、
両
下

肢
、

体
幹

ま
た
は
移
動
機
能

の
障

害
等

級
が

丁

二
級
の
記
載
の
あ
る
か
た

②
身

体
障
害
者
手

帳
に
、
心

臓
・

じ

ん
臓
・
呼
吸
器

・

ぼ
う
こ
う

・

直
腸

ま
た
は
小
腸

機
能
の
障

害
等

級
が

Ｉ
・
二

の
記

載
の
あ

る
か
た

③
戦
傷

病
者
手

帳
に

、
両
下

肢
ま

た
は
体
幹
の
障

害
の
程
度

が
特
別

項

症
か
ら
第
二
項

症
ま
で

の
記

載

の
あ
る
か

た

④
戦
傷
病
者
手

帳
に
、
内

臓
機
能

の
障
害
の

程
度

が
特
別
項
症

か
ら

第
三
項
症
ま
で
の
記
載
の
あ
る
か
た

こ
の
制
度

を
利

用
す

る
た
め
に

は
、
あ
ら

か
じ

め
申
請
書

に
自
分

で
署
名
し
、
障
害
の
程
度
を
証
明

す
る
書
類
（
身
体
障
害
者
手
帳
な

栄
　
博

久
　
子

昭
　
夫

年
　
栄

・
雲
つ

か
む

・
雲

ゆ
き
が

・
青
空
に

・

便
利

す
ぎ

ど
）
を
添
え
て
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
ら
、

投
票
日
の
四
日
前
ま
で
に
投
票
用

紙
な
ど
の
請
求
を
し
て
下
さ
い
。

最
高
裁
判

例
に
よ

る
と
、

「
修
学

の
た
め
親
元

を
離
れ

て
居
住
す
る
学
生

の
住
所
は
、
そ
の

寮
ま
た
は
、
下
宿

な
ど
の
所
在
地
に

あ
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

蓬
田
村
か
ら
離

れ
て
修
学
し
て
い

寄附禁止

ルール守って、きれいな選挙

選 挙 の お 問 合 わ せ は

村 選 挙 管 理 委 員 会 へ
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の
判
決
の
と
お
り
蓬
田
村
に

住
所
が
な
い
と
さ
れ
、
投
票

選挙一口メモ『学生の 住所

と選挙権』

る
場
合
は
、
た
と
え
蓬
田
村

に
住
民
票
が
あ
っ
て
も
、
こ

話
に
乗
る
と
　
　
身
を
崩
す

わ
か
る
く
ら
し
の
嫁
の
勘

雲
ふ
ん
わ
り
と
　
母
に
似
る

カ
ー
ド
地
獄
で
　
雪
が
く
れ

森
　
勝

清
　
乃

勝
　
子

え
つ
子

で

き

ま

せ

ん

。

修

学

地

に

住

民

票

を

移

し

て

い
な

い
場

合

は

、

そ

の
修

学

地

の

選

挙

人

名

簿

に
も

登
録

さ

れ
ず
、

結

局

は

ど
ち

ら

で

も

投

票

は

で

き

な

い
こ

と
に
な
り
ま
す

の
で
、

ご
注
意
く

だ
さ

い

サ
リ
ン
と
は
ひ
ど
過
ぎ
る

人
間

の
命
は
尊
い

絶
対
’
・
狂
っ
て
い
る
。
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広報よもぎた

上
手
に
薬
と
つ
き
あ
う
た
め
の
ヒ
ン
ト
　

Ⅲ

ク
ス

リ
つ
て
な

あ
１

に

医

薬
品

・
医

薬
部
外
品
・
薬
用

化
粧
品
・
健
康
食

品
な
ど
な

ど
、

ど
こ
ま
で

が
薬

な
の
か
混
同

さ
れ

や
す

い
製
品

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

こ
れ
ら
の
も

の
は
、

ど
う
違

う

の
で
し
ょ
う

か
。

健
康
食
品

は

ク
ス
リ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ

れ

以
外

は
薬
事
法

と
い
う
法
律
に
規

定

さ
れ
た
ク

ス
リ

の
仲
間
で
す

が
、

簡

単
に
説
明
し
ま
し

ょ
う
。

①
医
薬
品

生
物
に
作
用
し
影
響
を
与
え
る

物
質
で
、
主
と
し
て
病
気
の
治

療
や
予
防
に
使
う
も
の
を
医
薬

品
と
い
っ
て
い
ま
す
。

医
薬
品
は
、
そ
の
有
効
性
や
安

全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め

成
分
や
内
容
量
・
効
能
・
効
果

用
法
・
用
量
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
医
薬
部
外
品

人
に
対
し
て
作
用
が
ゆ
る
や
か

な
も
の
で
原
則
と
し
て
予
防
目

的
に
使
わ
れ
ま
す
。
口
中
清
涼

剤
（
は
き
け
や
不
快
感
・
口
臭

の
予

防
等

）
　・
養
毛

剤
・
育
毛

剤

（
育
毛
・
脱
毛

予
防
等

）
、

浴
用

剤
（
あ
せ

も
、
あ

れ
性

な

ど
）
等
、
使
う
目

的

が
主

と
し

て
飲

む
ク
ス
リ
で

は
な
く
、

か

ら

だ
の
外
側
に
使

わ
れ
る
も

の

に
限

ら
れ
て

い
ま
す

。
染
毛

剤

や
虫

よ
け

ロ
ー

シ
ョ

ン
、
殺
虫

剤

の
多

く
の
も

の
が
医

薬
部
外

品

と
し

て
扱
わ

れ
て

い
ま
す
。

③
薬
用

化
粧
品

薬

事
法

で
の
扱

い
は
、
医

薬

部

外
品

に
な
り
ま
す
。

日
焼
け

を

防

い
だ
り
、
皮
膚
や
毛

髪
を
す

こ
や

か
に
保
つ
な

ど
の
効
能

が

あ
り

ま
す
。

④
健
康
食

品

保
健
所

へ
届
け
で

る
だ
け
で

、

製
造
・
販
売
で
き

る
も
の
で
す
。

し

か
し

、
医

薬
品
や
医

薬
部
外

品

の
よ
う

に
、
効
能

・
劾
果
や

用
法

・
用
量
を
表
示
す

る
こ

と

は
で

き
ま
せ
ん
。
最

近
で
は

、

厚
生

省
か
ら
許
可

を
得
て
、
効

能

・
効

果
を
示
す
こ

と

が
で

き

る
「
特

定
保
健
用
食

品
」
も
出

て

い
ま
す

。

①
薬
の
服
用
時
間
に
つ
い
て

〇
食
前
↓
一
般
に
食
事
の
3
0
分

か
ら
6
0分
前
に
服
用

す
る
。

〇
食
間
↓
食
事
と
次
の
食
事
の

間
に
服
用
す
る
。
食

事
後
２
時
間
位
に
服

用
す
る
の
が
一
般
的

〇
食
後
↓
食
事
後
3
0
分
位
に
服

用
す
る
の
が
一
般
的

だ
が
、
食
事
後
２
時

間
位
ま
で
と
考
え
て

よ
い

〇
寝
る
前
辜
寝
る
前
に
服
用
す

る
わ
け
で
す
が
、

だ
い
た
い
夜
の
９

時
頃
を
意
味
し
て

い
る
場
合
が
多
い

〇
ク
ス
リ
は
服
用
す
る
と
、
消

化
管
で
有

効
成
分

が
と
け
は

し

め
て

体
内
に
吸

収
さ
れ
る

の
で

、
当

然
水
分

が
必
要

で

す
。

ク
ス
リ
の
成

分
を
正
し

く
作
用

さ
せ
る
為

に
は
、
水

ま

た
は
ぬ

る
ま
湯
（
1
0
0
祠
程

度

）
で
服
用
し
ま
し

ょ
う
。

〇
ア
ル
コ
ー
ル
と
一
緒
に
飲
む

と
、
ク
ス
リ

が
効
き
す

ぎ
た

り

逆
に
、
効
果

加
減
少
し

た

り

、
糖
尿

病
の
薬
を

お
酒
で

飲
む
と
ひ
ど
く
悪
酔
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
緑
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
は
、
含
ま

れ
て
い
る
タ
ン
ニ
ン
や
カ
フ

ェ
イ
ン
に
よ
り
、
ク
ス
リ
の

吸
収
を
お
さ
え
た
り
促
進
さ

せ
た
り
し
ま
す
。

〇
コ
ー
ラ
や
ジ
ュ
ー
ス
は
ク
ス

リ
の
吸
収
を
悪
く
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

〇
牛
乳
で
服
用
す
る
と
、
腸
で

吸
収
さ
れ
る
薬
（
例
え
ば
、

便
秘
薬
等
）
が
胃
で
吸
収
さ

れ
、
は
き
気
や
胃
腸
障
害
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
お
年
寄
り
の
中
に
は
、
薬
が
余

っ
た
と
い
っ
て
缶
な
ど
に
入
れ

て
い
つ
ま
で
も
大
事
に
と
っ
て

お
く
人
が
い
ま
す
が
、
新
し
く

薬
を
も
ら
っ
た
ら
余
っ
た
薬
は

処
分
し
ま
し
ょ
う
。
ま
し
て
や

余
っ
た
薬
を
他
人
に
あ
げ
た
り

す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

る
人

も
多

い
こ

と
で
し

ょ
う
。

２

種
類
以
上

の
目

薬
を
も
ら

っ

て

い
る
人
は

、
１

つ
点
眼
し

た

ら
５

分
間
、
間
隔

を
あ
け
て

か

ら
他

の
目
薬
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
過
去
に
薬
の
服
作
用
を
経
験
し

た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
受
診
し

た
時
に
必
ず
医
師
に
そ
の
事
を

話
し
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
薬
を

飲
ん
だ
時
に
ど
ん
な
症
状
が
出

た
か
、
薬
の
名
前
が
わ
か
っ
て

い
れ
ば
な
お
よ
い
の
で
す
。
そ

の
為
に
も
、
薬
を
も
ら
う
時
に

は
ぜ
ひ
そ
の
薬
の
名
前
を
き
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
お
年
寄
り

は
、
若

い
人
に
比

べ

る
と
同
じ

量
を
飲
ん

で
も
体

の

中
に
残

っ
て

い
る
薬

の
量

が
多

く
な
り

が
ち
な
為

、
副
作
用

が

出
や
す

く
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、

年
を

と
る
に
つ

れ
て

肝
臓
や
腎

臓
な

ど
の
機
能

が
衰

え
て
く

る

為

、
薬

が
体

の
中

で
処
理
さ

れ

な

い
で
残
っ
て
し

ま
う
こ
と

が

原
因

で
す
。
又

、
胃

腸
か
ら

薬

を
吸

収
す
る
力

も
低
下

し
て

く

る
為

効
果
も
現

れ
に
く
く
な
り

ま
す

の
で
、
同
じ

病
名
で
何
軒

も

病
院
受
診
し

薬
を
貰
う
こ

と

は
さ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

保健コーナー●8

叨
ク
ス
リ
の
飲
み
方
の
注
意
点

②
な
ぜ
水
や
ぬ
る
ま
湯
で
の
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
？

圀
飲
み
あ
わ
せ
の
注
意
な
ど

①
複
数
の

病
院
や
診
療
科

に
か

か

る
時
は

、
他

の
所
で
出

さ
れ
て

い
る
薬

が
あ
れ

ば
医

師
や

薬
剤

師
に
み
せ

る
よ
う
に
し

ま
し
ょ

う
。
同
じ

薬
を
重
複
し

て
出

さ

れ
た
り

飲
み
あ

わ
せ

の
悪

い
薬

を
出

さ
れ
る
こ

と
を
防
げ
ま
す
。

③
眼
科
か
ら
目
薬
を
も
ら
っ
て
い
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第16 回

ＰＴＡ研修会村連合

平

成
六
年
度

蓬
田
村
連
合
Ｐ
Ｔ

Ａ

（
工

藤
義
則

会
長

）
の
研

修
会

が
二

月
十

九
日

、
中
央
公
民
館

で

開

か

れ
、
約
百

十
人
の
小
中

高
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
教
育
関
係
者
が
出
席
、

今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
お
り
方

に
つ

い

て
話
し
合

い
ま
し

た
。

研
修
会

は
今
回
で

十
六
回
目
に

な
り
「
豊
か
で
健
や
か
な
蓬
田
っ

子
の
育
成
に
、
親
た
ち
は
今
何
を

す
べ
き
か
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
工
藤
会
長
が
「
今
後

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
役
立
つ
よ
う
お

互
い
が
意
見
を
出
し
合
い
、
有
意

義
な
研
修
会
に
し
て
下
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
八
戸
良

次
郎
村
長
、
沢
田
年
祭
教
育
委
員

長
が
祝
辞
を
述
べ
て
研
修
に
入
り

ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
ま
ず
サ
ブ
テ
ー

マ
に
掲
げ
た
「
子
ど
も
の
や
る
気

を
育
て
る
親
の
接
し
方
」
の
ビ
デ

オ
を
観
賞
、
子
ど
も
が
や
る
気
を

持
つ
き
っ
か
け
や
二
組
の
親
子
が

家
庭
の
良
い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
ス
ト
ー
リ
ー
に
う
な
ず
い
て

い
ま
し
た
。
続
い
て
、
青
森
県
巡

回
教
育
相
談
委
員
の
渡
邊
勇
先
生

が
「
子
育
て
を
通
じ
て
親
に
な
る

努
力
を
」
と
題
し
講
演
、
こ
れ
ま

で
の
巡
回

相
談
の
事
例

か
ら
、

マ

ス
コ
ミ

に
取

り
上

げ
ら
れ
て

い
な

い
自
分

た
ち
の
回
り

で
起
こ
っ
て

い
る
様

々
な

い
じ

め
問
題
を
紹
介

「
い
じ
め
は
大
変
な
罪
で
あ
る
こ

と
を
子

供
た
ち

に
も
数
え
、
親

、

学
校
、
地
域

も
責

任

を
持

だ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

午
後

か
ら
は

、
小
中

高
校

と
三

つ
の
分
科
会

が
開

か
れ
、
小
中
学

校
か
ら

は
家
庭
で

の
実
践
例
を
話

題
提
供

、
高
校
部
会

で
は
青
森
市

内
の

デ
パ
ー
ト

や

ゲ
ー

ム
セ
ン
タ

ー
な

ど
の
巡

回
報
告

が
さ
れ
、
そ

れ

ぞ
れ
の
立
場

か
ら
意

見
を
出
し

合

い
ま
し

た
。
家

庭
教
育

と
し
て

「
一
日
一
回
は
家

族

が
揃

っ
て

ご

飯
を
食

べ
る
」

「
家
族
で

の
あ
い

さ
つ
を
交

わ
す

」
「
手

伝
い
を
通

し

て
思

い
や
り

を
育
ん
で

い
る
」

ま
た
四
月

か
ら
始
ま

る
学
校
週
五

日
制
の
二
回

導
入
に

つ
い
て
は
、

こ

れ
ま
で

の
子

ど
も

の
行
動
と
家

庭
で

の
様
子

を
報

告
、
「
遊

び
、

趣
味
あ

る

い
は
休

養
で
も
有
効

に

活
動
し

て
も
ら

い
た
い
」
な

ど
と

意
見

が
出
ま
し

た
。

全
体
会
で
分

科
会
の
報

告
が
さ

れ
、
今
日
感
じ

た
こ

と
を
一
つ
で

も
実
践
し
て

い
き
ま
し
ょ
う

と
全

員
が
確
認
し
て
閉

会
、

懇
親
会
で

は
研
修
会

を
ふ
り
か
え
り

な

が
ら

先
生

と
意

見
交
換

を
し

ま
し
た
。

9●村連合ＰＴＡ石刑多会から
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団
体
男
子
準
優
勝
！

個
人
戦
で
越
田
真
理
子
さ
ん
が
優
勝
！

「
東

郡
小

学
生
卓
球
大

会
」

第

六
回
東
津
軽
郡
小

学
生
卓

球

大
会

は
三
月

十
一
日

、
真
新
し

い

平
館
小

学
校
体
育
館

で
開
催

さ
れ

管
内

か
ら
八

校
約
百

人

が
参
加

、

蓬
田
小

学
校
か
ら

は
三

十
二
人

の

選
手

が
出
場
し

ま
し

た
。

今
回

は
開

催
の
取

組
み
の
遅

れ

か
ら

か
出
場
チ

ー

ム
が
少
な
か
っ

た
も
の

の
、
各
校

と
も
サ
ー
ブ
や

試
合
運

び
に
練
習

の
様
子
が
伺
え
、

我

が
蓬
小
チ

ー

ム
も
今

後
の
練
習

に
大

い
に
参

考
に
な

る
大

会
に
な

り
ま
し

た
。

参
加
し

た
み
ん
な
は
日
頃

の
練

習
の
成
果
を

十
分
発
揮
し

、
サ
ー

ブ
、
レ

シ
ー

ブ
、
ス

マ
ッ
シ
ュ
と

一
生
懸
命
に
テ

ー
ブ

ル
の
白
球
を

追
い
、
は
づ
ら

つ
し

た

プ
レ
ー
に

応
援
の
父
母

た
ち
か
ら
盛

ん
に
声

援

と
拍
手

が
わ
き
あ
が
り
ま
し

た
。

蓬
田
チ

ー

ム
は
男
子
団
体

決
勝

で
小

湊
Ａ
チ

ー

ム
と
、
女
子
団

体

準
決

勝
は
小
湊
Ｂ
チ

ー

ム
と
対

戦

し
ま
し

た

が
、

い
ず
れ
も
接
戦

の

末

、
残
念
な

が
ら
星

を
落
と
し

ま

し

た
。
カ
ブ
の
部
個
人
戦

決
勝
は
福
井

奈
津
子

さ
ん
越
田
真

理
子
さ
ん

の

蓬
田

勢
同
志
の
争
い
と
な
り
３
対

２

の
フ

ル
セ
ッ
ト

で
越
田

真
理
子

さ

ん

が
見

事
優
勝
し

ま
し

た
。
ま

た
、

ホ
ー

プ
ス
の
部
決

勝
戦
で
は
大
宮

俊
彦
く
ん
が
、
第
１
シ
ー
ド
の
佐

々
木
暁

さ
ん
（
小

湊
６

年

）
に
先

勝
し

た
も
の
の

、
追
い
上

げ
ら

れ

Ｉ
対
２

で
惜
敗
し
ま
し

た

が
、
会

場
か
ら

は
好

プ
レ
ー
に
大

き
な
拍

手
加

お
く
ら
れ
ま
し

た
。

蓬
田
小
チ

ー

ム
、
優

勝
を
目
標

に
頑
張

れ
’・
。

成
績
は

次
の
連
り

〔
団
体
〕
　

男
子
＝

準
優

勝
、
女

子
Ａ
＝

３
位

〔
個
人
〕

◇

バ
ン

ビ
の
部

（
一
・
二

年
）

（
男
子

）
二
位
＝

藤
本
康
之

二

年

）

（
女
子
）
二
位
＝
相
内
由
希
菜

（
二
年

）
三

位
＝

山
舘
弘
美
、
村

上
友
美
（
二

年

）
五

位
＝

柿
崎
有

香
（
二
年

）

◇
カ

ブ
の
部
（
三

・
四

年
）

（
男
子

）
二

位
＝

工
藤
大

助
（
四

年

）
五
位
＝

坂
本
卓
也

（
四

年

）

（
女
子

）
優

勝
＝

越
田
真

理
子

（
四

年

）
二

位
＝

福
井

奈
津
子

（
四

年

）
五

位
＝

木
村
文

佳
（
四

年
）

◇

ホ
ー

プ
ス
の
部
（
五

・
六
年

）

（
男
子

）
二
位
＝

大
宮
俊

彦
（
五

年
）
五
位
＝
田
中

直
樹
（

六
年

）

み
～
つ
け
た

８６

３月に新しいスクールバスがお

目見えしました。

白地に鮮やかな黄緑のストライ

プが入った大型バスは４台となり、

すべてが新しくなりました。

東郡小学生卓球大会/み～つけた●10



な
ぜ
！
こ
わ
さ
な
い
で
！
Ｊ
Ｒ
蓬
田
駅

Ｊ

Ｒ
蓬

田
駅
で

は
、
村
内
の
各

駅
の

窓

ガ
ラ

ス
や
内

壁
が
壊
さ

れ

る
な

ど
、
悪

質
な

い
た
ず
ら
に
困

り
果
て

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
無

人
駅

（
中

沢
、
郷
沢

、
瀬
辺
地

）

だ
け
で

は
な
く
蓬
田

駅
も
被
害
は

同
じ
で

、
「
修
理
す

る
と
壊
さ

れ

る
」

を
繰
り
返
し
て

お
り

、
Ｊ

Ｒ

で
は
深

刻
な
問
題

と
な
っ
て

い
ま

す
。

こ
の
ま
ま
で
す

と
蓬
田

駅

の

夜
間
閉

鎖
や
、
無
人
駅
廃

止
に
も

及

び
兼

ね
ま
せ
ん
。

村

に
駅

が
四

つ
も
あ

る
の
は
全

国
で

も
珍
し
く
、
ま

た
南
北
に
長

い
わ
が
村
で
、
こ

の
四

つ
の
駅
は

、

過
去

に
も
先
に
も
私

た
ち
地
域
住

民
の
足
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て

い
ま
す
。

も
う

一
度
、
「
駅

が
四

つ
あ

る

村
」

の
意
義
を
認

識
し

、
み
ん
な

で
駅

を
大
切
に
し
ま
し

ょ
う

。

内壁を蹴ったのか ？穴が

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
設
置
さ
れ
て
い
る
点
字
も

剥
が
さ
れ
て
い
た

村
婦
人
会
に
感
謝
状
！

掲示物は引き裂かれていた

必要部分を持ち返ったのか？

村連合婦人会（二唐美代子会長）に、

東日本旅客鉄道（株）盛岡支社長から、

蓬田駅の環境美化に奉仕し旅客サービス

の向上に多大に貢献したと、感謝状が贈

られました。婦人会では13年前から花壇

づくりを始め、毎年きれいな花を植え付

け、利用する人の目を楽しませてきまし

た。二唐会長は「駅長さん初め職員のみ

なさんと一緒に花を育てています。この

活動は今後も継続していきます」と嬉し

そうに話しました。

青
森
県
議
会
議
員
選
挙
は
４

月
９
日
（
日
）
で
す

蓬
田
村
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
2
3
日
（
日
）
で
す

表定予事行月４ へ
２３４５７０１２１４１６１７１８１９１４２５２６２７２０３ 日

日月火水金月水金日月火水月火水木日 曜

春
季
火
防
演
習

書
道
教
室
　
1
3
時
３０

分

ポ
リ
オ
予
防
接
種
　
1
３
時
　

診
療
所

陶
芸
教
室
　

９
時

小
学
校
入
学
式
　

午
前
1０
時
２５
分

中
学
校
入
学
式
　

午
後
１３
時

幼
稚
園
入

園
式

書
道
教
室
　
1
3
時
３０

分

ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
　
1
３
時
（
小
・
中

学
校

）

陶
芸
教
室
　

９
時

Ｂ
Ｃ
Ｇ
　
1
3
時
（
小

・
中
学
校
）

日
曜
開
館

書
道
教
室
　
1３
時
３０

分

中
学
校
修

学
旅
行
　
2
1
日
ま
で
（
東
京

）

陶
芸
教
室
　

９

時

書
道
教
室
　
1
3
時
３０

分

乳
児
健

診
　
1
3時

（
中
央
公
民
館

）

陶
芸
教
室
　

９

時

大
掃
除

検
査
（

村
内

全
域
）

手
芸
教

室
　

９
時

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

総

務

課

中
央
公
民
館

民

生

課

中
央
公
民
館

小

学

校

中

学

校

幼

稚

園

中
央
公
民
館

民

生

課

中
央
公
民
館

民

生

課

中
央
公
民
館

中

学

校

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

民

生

課

中
央
公
民
館

民

生

課

中
央
公
民
館

担
　
　

当

11●行事予定/ＪＲ蓬田駅から

時刻板には切り裂

いた跡と目に余る

らくがき
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ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

「
広
報
よ
も

ぎ
た
」
を
拝
見
し

、

地

域
文
化
活
動

が
大
変
盛
ん

な
事

に

驚
く
と
共

に
、
飯
蛸
釣
り

の
写

真

に
子

供
の
こ

ろ
煙
草
の
銀

紙
で

作
っ

た
針
で

、
蛸
を
釣
っ
た
こ

と

が
懐

か
し

く

、
蛸

が
ま
だ
釣

れ
る

の

か
と
驚

い
た
し

だ
い
で
あ

る
。

さ
て

、
私
は
、
昭
和
4
5年
３
月

警
視
庁

に
採
用
さ

れ
2
5年
が
過

ぎ

よ
う

と
し

て
い
ま
す
。

仕
事

の
殆
ど

が
、

白

バ
イ
乗
務

で
す
。
心

に
残
っ
た
仕
事

の
思

い

出
は
、
白

バ
イ
で
Ｖ

Ｉ
Ｐ
（
国

賓

）

の
乗

る
車
列

の
先
導
を
し

た
こ
と

人口と世帯数

(２月28日現在)

総人口3,898 人
男　1,869 人
女　2,029 人
世帯数1,046世帯

２月受付分

で

あ

る
。

Ｖ

Ｉ

Ｐ

の

日

程

は

あ

ら

か

じ

め

決

ま

っ
て

い

る

の

だ

が

、

突

然

変

更

に

な

る

こ

と

も

あ

り

緊

張

の

連

続

だ
。

先

導

に

あ

た

り

次

の

様

な

こ

と

が
あ

っ

た

。

「
Ｖ

ＴＩ
Ｐ

は

、
Ａ

地

点

に

寄

り

そ

こ

か

ら

羽

田

へ

向

か

う

。

羽

田

に

は

離

陸

前

の

セ

レ

モ

ニ

ー

に

間

に

会
っ
様
に
、
会
議
が
遅
く
な
っ
た

場

合

高

速

度

で

走

る

。

白

バ
イ

は

道
順

に

気

を

付

け

て

先

導

し

て

く

れ
ご

と

担

当

キ

ャ

ッ

プ
か

ら

の

指

示

か
お

る

。
さ

っ

そ

く

地

図

を

見

、

道

順

を

頭

に

叩

き

こ

む

。

出

発

の

命

令

が

出

る

。

緊

張

が

高

ま
る

一
瞬

だ
。
沿

道

警
護
員

の
配

警
視
庁
町
田
警
察
署

置
さ
れ
て
い
る
中
、
霞
ヶ
関
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
、
大
都
会
の
ネ
オ
ン

を
潜
り
、
東
京
湾
の
潮
の
匂
い

を
嗅
ぎ
な
が
ら
、
闇
に
浮
か
ぶ
白

バ
イ
の
赤
い
回
転
灯
を
先
頭
に
車

列
は
整
然
と
羽
田
へ
と
進
む
。

無
事
到
着
。
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ

れ
た
白
い
機
体
が
エ
ン
ジ
ン
音
を

轟
か
せ
闇
の
中
に
消
え
た
時
、
大

役
を
終
え
た
満
足
感
で
胸
が
一
杯

だ
っ
た
。

こ
れ
が
現
在
も
続
い
て
い
る
白

バ
イ
乗
務
の
最
高
の
思
い
出
で
あ

最
後
に
村
民
の
皆
様
の
御
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

あ

き

横
　

山
　

千
　

明

さ
ん

め　も

卜 現 住 所 ／〒193 東 京 都 八 王 子市 川 口 町

1354- ８ ／ 登0426-54-4918*･･ 生 年 月日

／昭 和26 年 フ 月12 日 ／S1 出身 ／中 沢 ／久

太郎 氏三 男･･ 家 族構 成 ／ 妻 ・洋 子 ・長 男

・寿人 （14 オ ） ・二 男 ・ 明久 （11 オ ）卜１

好 きな も の ／ 登 山、 バド ミ ント ン 、ソ フ

ト ボ ールト・経 歴 ／青 森 山田 高 等 学 校卒 業

（昭 和45 年３ 月 ） ／ 警 視庁 採 用 （ 昭 和45

年４ 月 ） ～ 現 在に 至 る 。

今
月

号

。
お
誕
生
お

め

で

と
う

コ

ー
ナ

ー
の
古
川

舞
子

ち
ゃ
ん

は
、
十
二
月

に
受
付
け
し
て
い
ま
し
た
。

本
誌
掲
載

が
遅
れ
ま
し

た

こ
と
に
対
し
深

く
お
詫

び

申
し

上
げ
ま
す
。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口

お
詫
び

お誕生おめでとうござい ます

古川　舞子
日出春

春　代
長女

ご結婚お めでとう ございます

吉 田　 敏博 （中　　 沢）

工藤　佳子（長　　科）

森　　 聖治 （阿弥陀 川）

牧　 るり子 （青 森 市 ）

成田　　透（瀬辺地）

小野　嘉子［］五所川原市）

おくやみ申し上げます

大洋　　 保(郷　 沢　71 歳)

赤坂勝三郎(中　 沢　79 歳)

中川　マサ(郷　沢　81歳)

細谷　　晃Ｏ醐有川　61歳)

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

ち
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